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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5),弁天町市民学習センター(弁天

1-2-2-200),各銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり(弁天2-15-1),築港

地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほの

ぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条1-20-24),

韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6),交通科学博物館(波除 3-11-10) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★港区役所職員の仕事人ぶりを改めて感じま

した。一区民として厳しい問題も指摘した｢地

域活動協議会｣(1頁)ですが、他区に先んじて

の見事な旗揚げを実現せしめた精力的な区民

支援には、この新組織への賛否･是非を越えて、

深い敬意を表すものです。今後はこの職員パ

ワーが区民との協働という形をとりつつ、橋

下市政の財界奉仕という悪しき方向性を克服

する方向で活かされることを期待しています。 

★｢米軍が投げつけた原爆｣と｢米国が押しつ

けた原発｣を結び付ける展示スタイルが圧巻

でした。港区民も参加した｢大正区 原爆と戦

争展｣(9頁)。平和で豊かな社会を実現するの

は国連や各国政府の空虚な計画や条約などで

はなく、こうした地を這うような庶民の取り

組みなのだと改めて実感させられました。当

日の雰囲気を紙上でぜひ味わって下さい。 

★好評のうちに『弥栄子の空』(28頁)が幕を

閉じました。地元作家･青木健一さんの淡々と

した筆致が霧雨の如く、戦中派女性の悲しみ

と逞しさを読者の胸奥へ染み入らせたのでは

ないでしょうか。次号からはまた新たなご当

地ドラマが始まります。乞うご期待！ 

★４月号本欄で呼びかけた｢閲覧用の冊子を

持って帰らんといて｣に応えてくれた方へ。さ

すが港新聞の読者！ ほんま嬉しいですわ。 
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